
喫茶サービス

静岡県障害者技能競技大会

■内 容

■見どころ・審査のポイント

喫茶サービス（飲料接遇サービス）とは、お客様が来店されてから帰られるま
での一連のサービスです。具体的には、お客様の誘導、水出し、注文取り、お客
様への対応、調理場への注文伝達、飲料の提供、片付けまでを対象とします。
通常の喫茶サービスを想定し、複数のお客様に対して状況に応じた飲料接遇

サービスを行います。
お客様に対して一連の接客業務が正確、かつ、スムーズにできることはもちろ

ん、お客様に満足して頂けるようなサービスを行うことが求められます。

競技者一人ひとりが自分の担当しているお客様だけでなく、来店される全ての
お客様に対して、心を配る必要があります。そのためには他の従業員（スタッフ
や競技者）と声をかけあったり助けあったりして、業務を行う必要があります。
主なポイントは以下のとおりです。
・喫茶店での業務にふさわしい身だしなみであること。
・あいさつや報告・連絡・相談などの基本的な労働習慣が身についていること。
・お客様が来店されてから帰られた後の片付けまでの一連の接客業務が、正確、
かつ、スムーズにできること。

・お客様の立場に立って業務を行うことができること。
・他の従業員（スタッフや競技者）と連携･協力して、業務を行うことができる
こと。

■この競技種目に関係する職種で活躍している人々

障害のある方は、以前はコミュニケーションが苦手とされ、お客様に直接接す
る仕事はむずかしいのではと考えられていました。
しかし、最近ではその素晴らしいチカラや本来持っているあたたかさ、やさし

さが認められて、飲食業だけでなく、介護、販売などさまざまな分野で活躍して
いる人が増えています。「喫茶サービス」のスキルを上げることは、単に喫茶店
で働く可能性を広げるだけでなく、身だしなみやさまざまな業務を行うために必
要な、報告、連絡、相談などの基本的労働習慣、対人スキルを身に付けることに
つながっています。



■課題例

■競技風景
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